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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルシウム依存性の膜結合糖タンパク質をコードするカドヘリンスーパーファミリーのメンバーです。染色体16q22.1上に既に同定されているカドヘリン遺伝子クラスターにマッピングされており、スーパーファミリーのメンバーであるCDH1、CDH3、CDH5、CDH8、CDH11と共に局在します。このタンパク質は、6つのカドヘリンドメインを含む細胞外ドメイン、膜貫通領域、および短縮型細胞質ドメインで構成されていますが、ほとんどの古典的カドヘリンに典型的なプロ配列およびトリペプチドHAV接着認識配列を欠いています。発現は腎臓でのみ行われ、そこでこのタンパク質は同型細胞認識の主要なメディエーターとして機能し、組織発達の形態形成方向において役割を果たしています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2011年3月]
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	カドヘリン 16 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス腎臓組織抽出物のウェスタン ブロット分析を行いました。

